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 群馬大学附属図書館書庫と特殊資料室に保管されている 
群馬縣女子師範學校郷土研究室蒐集本の背景 
        玉置 豊美 
はじめに 
昨年 6 月、群馬大学附属図書館の特殊資料室に、明治期に小学校で用いられた教科書が
未登録のまま大量に保管されていることを知った。その中には『小學校生徒用物理書』を
初めとする、日本において近代科学思想が明治期初期にどのように広められ、また教育さ
れてきたかを知る契機となる書物も多数あった 1,2)。保全と公開を目的として、高橋・赤羽・
森下・玉置が書籍登録のための図書目録作りに着手することになった。物理・理科関係の
書物の目録化は昨年度中にほぼ終わり、洋書を含めて、184冊の本の予備登録がなされてい
る 3)。その中に、尋常・高等小學校の児童・生徒達が実際に使っていたと思われる教科書
36 冊が含まれている。それらは群馬縣女子師範學校郷土研究室の蒐集本であり、表紙には
郷土教育のラベルと共に、女子名の書かれたラベルが貼られていた。筆者は今年度 4 月か
ら、それらのラベル付き教科書のルーツについて調べるために、足繁く図書館に通った。
今回、この 6 ヶ月で明らかになって来た蒐集本の背景について、図書館報の紙面を借りて
報告させていただけることになり、大変ありがたいことと思っている。 
特殊資料室の他に、書庫の教科書スペースにも明治期書物があった。書庫教科書スペー
スは 14棚あり、おのおの 7段で、明治・大正・戦前昭和・戦後昭和・平成時代の教科書・
指導書・指導要領などが混在していた。大半は戦後昭和時代の教科書であった。昭和 58年
に図書館に特殊資料室が増設され、その際に和綴じの江戸・明治期書物のほとんどは特殊
資料室に移されたようである。教科書スペースからも引き出され、空いた所に後年の教科
書が加えられ、整理されずに 10数年以上経過したのであろう。それら後時代の教科書を中
心とする図書の間隙に、ぽつんぽつんと郷土教育のラベルのある本が見え隠れした。移動
の際の目こぼしだったのかもしれない。蒐集の全貌を知るために全ての蒐集本を調べたい
と考えた筆者は、蒐集者名ラベル付き本を含む明治期書物を拾い出すことにした。拾い出
しながら、結果的に書庫教科書スペースにある数千冊の図書の科目別分類、年代順配列と
いう作業を行ってしまった。14 棚全ての図書を整理することが結局は目的達成を早めると
考えたからである。 
書庫教科書スペースには明治期書物が 600（和綴本は 100 以内）冊あった。そのうち蒐
集者名ラベル付きは 74（殆ど和綴本）冊であった。一方、特殊資料室の教科書スペースに
は、理数系・讀本・歴史・地理・修身・音楽・図画手本・習字手本などの尋常・高等小學
校教科書を中心に合わせて 2200（和綴本 1700）冊の明治期書物があり、そのうち蒐集者名
ラベル付きは 521（和綴本 517）冊であった。ここにすでに予備登録された物理・理科系
184冊、うち蒐集者名ラベル付き 36冊（全て和綴本）を加えると、総じて、書庫と特殊資
料室の教科書スペースには、明治期書物 3000（和綴本 2000）冊があり、うち蒐集者名ラベ
ル付きは 630（殆ど和綴本）冊であることがわかった。 
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以下では、まず蒐集者達の全貌を述べ、蒐集の時期を推論する。次に、蒐集者の一人、
両角千鶴子さんのアルバムから昭和 6-8年頃の群馬縣女子師範學校の様子を概観する。さら
に、蒐集本の一冊から明治 7年発祥の小学校の一例に触れる。 
 
蒐集者達 
 書庫教科書スペースの図書整理を始めて 2 ヶ月も経ったころから、蒐集者名ラベル付き
本をまとめて、蒐集者リストを作り始めた。同時に、教科書に自筆で書かれていた人名・
地名・学校名・走り書きなどをノートにメモした。蒐集者の中には何度も名前を見る人と、
珍しい人とがあった。何冊も収集した人とそうでなかった人がいたようである。現時点ま
でに 67人の名前に出会った。以下にあいうえお順にそれらの名前を記す。 
 
秋谷かづ江 新井まさよ 安中スミエ 飯塚ひさ 石田くま 
糸井きよじ 伊藤たね 今井三重 氏家靖子 遠藤一枝 
遠藤美代 尾高よしゑ 折原ふみ 勝山八千代 加藤まつ 
金井利江 金沢朝子 金古千鶴子 金子つき子 金田けい 
朽津みゆき 国定みやの 桑原たか 見城久代 小池米子 
後藤静江 小林文枝  小宮山よし 斎藤なみ 佐藤うめの 
佐藤和子 佐藤清子 佐藤ひろ 茂原せつ子 清水シゲ 
柴崎トシ子 神宮美知子 鈴木しづ 高井みや 高橋シュウ 
田代いく 月田まつ 徳江セツ 都丸とし江 鳥羽わぐり 
直井つや子 中沢シゲ 長島さだ 新島まつ江 野村タマ 
野村チトセ 原山みつ江 藤井もん 藤巻シャウ 保坂ミチ 
丸山マサヨ 三沢帝会 三井ふく 松本とき枝 宮崎あい 
宮野入あい 宮前ショウ 茂木和子 柳沢せん 山口たけ 
湯浅愛子 吉田トキ 
 
ここで蒐集者名をそのまま紹介したのは、ラベルに書かれた名前はもはや本の属性にな
っており、本と同化している客観的事実になっていると考えたからである。また、現在の
群馬大学の前身に学ばれ、のちに群馬県の児童・生徒の教育に尽くされた方々に敬意を表
してのことでもある。    
蒐集者リストを作りながら、同時にこれらの人達が群馬縣女子師範學校に在校した年度
を調べ始めた。それは、教科書が収集された時期と背景を同定するためであった。書庫教
科書スペースの図書整理を続けていく中で、教科書と教科書の間から B6型、2cmほどの厚
さの書物に出会った。背には何もない。よく見れば日焼けして色も文字も抜けたようだ。
表紙には昭和 41年 1月現在・会員名簿・群馬大学学芸学部同窓会とあり、事務長印が押し
てある。筆者はこの中に上記の名前を探した。物理・理科系教科書にあった 10数名の名前
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については高橋が閲覧室の同窓会名簿で調べ、卒業年がわかっていた。その年代の近傍に
他の名前もあることを期待して筆者は探した。その結果、次のようなことがわかった。 
 
表１ 教科書蒐集者の卒業年  
注：名簿中に名前を見つけられなかった人が一人だけいる。 
卒業年 課程 卒業回次
蒐集者数
(名) 
学年の全生
徒数（人） 
学年の全生徒
に占める蒐集
者の割合(%)
昭和 7年 3月 本科第一部 第 27回 6 33 18 
同 本科第二部 第 18回 4 34 12 
同 専攻科 第 6回 3 12 25 
昭和 8年 3月 本科第一部 第 28回 12 36 33 
同 本科第二部 第 19回 16 34 47 
昭和 9年 3月 本科第一部 第 29回 9 40 23 
昭和 10年 3月 本科第一部 第 30回 10 34 29 
昭和 11年 3月 本科第一部 第 31回 5 33 15 
昭和 12年 3月 本科第一部 第 32回 1 26 4 
 
上の結果にはいくつか特徴的な点がある。まず昭和 8 年 3 月に本科第二部を卒業した人
たちの中に蒐集者が占める割合が突出していることである。クラスの半数に近い人たちが
蒐集に貢献している。また昭和 9 年 3 月卒業以降、本科第二部の蒐集者はいない。ちなみ
に、専攻科、本科第一部、本科第二部の課程はそれぞれ 1年、5年、2年であった。また各
学年 1 クラスであった。教科書に貼られたラベルには蒐集者の名前だけが記されているも
のがほとんどだったが、いくつかのラベルにはその名前の横に学年が記されていた。それ
らは以下のようであった。表記の仕方はラベルにあったそのままを記す。 
 
専 小林文枝、 専 佐藤うめの、 四年 石田くま、 四年 藤巻シャウ、 
本三年 折原ふみ、 三年 佐藤清子、 一年 飯塚ひさ、 一年 宮野入あい、 
二部一年 氏家靖子、 二部一年 金古千鶴子。 
 
なぜこれらの人たちにだけ学年が記されていたものか、それはわからない。しかし、歴史
を探ろうとしているものにとっては、これだけでも重要な手がかりであった。上記の人た
ちに記された学年と在校年度を名簿で対照させた結果、それは全て昭和 6 年度を意味する
ことがわかったのである。昭和 7 年 3 月に専攻科卒業の人が教科書を収集したのは 6 年度
であることは当然である。四年、本三年、三年、一年と付記された人は、昭和 6 年度に本
科第一部 4年生、3年生、1年生であった。また二部一年と付記された人は同年度に本科第
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二部一年生であった。つまり、表１に見られる卒業年の広がりは、収集した年の広がりを
示すものではなく、ある年の学年の広がりを示唆していることがわかったのである。昭和 7
年度の二部一年生（昭和 9年 3月卒業）の名前が一人もないことから、7年度には蒐集作業
はもう行なわれていなかったと考えられる。昭和 6年度とは、昭和 11年 3月に本科第一部
を卒業した人が一年生であった年である。昭和 12年 3月に卒業した人が一名いるが、例外
である。何かの事情があったものと思われる。 
どのような目的で明治期教科書の蒐集をしたものであろうか。上記中のどなたかに直接
事情を伺うのが一番早い方法である。適任者を探すことになった。 
 
両角千鶴子さん 
 研究グループの一人である滝沢俊治群馬大学名誉教授が蒐集者リスト中の一人に面識が
あった。それは両角千鶴子さん、旧姓金古千鶴子さん、昭和 8 年 3 月に本科第二部を卒業
された方である。現在 89歳でご健在であった。所澤・高橋・玉置がインタビューに伺った。
その時にお聞きした内容の詳細はいずれ、オーラルヒストリー報告書としてまとめられる
はずである。ここでは両角さんのアルバムから何枚かの写真を紹介させていただき、昭和
6-8年頃の女子師範の様子を知る手がかりとしたい。 
群馬縣女子師範學校本科第二部とは高等女學校四年を卒業した人が入学した課程で、両
角さんは前橋高等女學校出身である。当時の女子師範本科第二部には、前橋・高崎・藤岡・
富岡・伊勢崎・桐生・太田・沼田・吾妻の県内各高等女學校出身の人の他に小諸の高等女
學校出身の人も一人いたそうである。また昭和 6年度は前橋高等女學校から 19人受験して
6人しか合格しなかったということである。写真1は当時の前橋高等女學校の制服姿を示す。
ちょうど両角さんが入学の年度からスカートになったが、その前は袴であった。スカート
の白線は自分で縫いつけた。白線は袴にも付けられていた。 
                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        
 
写真 1両角千鶴子さん(左)と友人の 
定方清江さん(前橋市内にある 
病院のご息女)    
S.6.1.24 
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写真 3  山頂にて征服のよろこび 
                         ばんざーい!! 右端が藤見校長先生 
写真２ 赤城登山にて全校 前列：右から４人目                  S.7.5.27 
藤見睦治校長先生 右端担任の野々山源治先生   
S.6.5.2 
 
当時女子師範では全校生徒で毎年５月に赤城山に登山した。いずれ教師として赴任する
ときに、どんな山間僻地に行くかもしれないというので健脚訓練が目的であった。学校か
ら歩いて、大沼まで。当日黒桧山の山頂まで登・下山。その日は大沼湖畔の二軒の旅館に
分宿。翌日は小沼を巡って赤城を下山。一泊二日の大訓練であった。写真 2 は入学年の赤
城登山で大沼湖畔の全校記念写真、写真 3 は翌年の赤城登山で、黒桧山登頂の喜びのシー
ンである。前年に比べて日付が一ヶ月近く遅れているのは、この年の 4月 29日－5月 1日
に、女子師範創立 30周年記念行事の郷土室展覧会が催されたためと思われる。 
女子師範の庭に、庭園風に造られた場所、風致園があり、そこで記念撮影をすることが
多かった。写真 4 は前橋高等女學校出身生の集合写真で、二年生を送るときに撮られたも
のである。 
 
       
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 4 昭和 7年 3月風致園にて前橋高等 
女學校出身一、二年生全員 
前列：立ち姿を含めて左から 立川志津子・
後閑由貴江・高田ゆき江・佐野喜美重・
吉田福子・尾高よしゑ・芝崎喜美（二年
生） 
後列：上半身のみ左から 斎藤寿美子・中川
桂子・柴崎トシ子・目崎トミ子・金古千
鶴子・亀井正子（一年生） 
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写真 5 昭和 7年 4月桜の下で 右端が担任の野々山先生  前列左から 秋谷かづ江 小林
ふじ 宮田秀子 副担任の不破外栄先生 笹井富江 丸山マサヨ 野口君江 目崎トミ
子 金田ケイ 
中列左から 斎藤寿美子 安中スミエ 遠藤一枝 茂木とよ子 柳沢せん 
後列左から 林タカコ 氏家靖子 八木久代 織田沢満津子 加藤まつ 阿佐美美津 藤
田ふみ子 茂木和子 金古千鶴子 岡田秋子 野村チトセ 徳江セツ 田端まつ 柴崎
トシ子 中川梅代 亀井正子 伊藤たね 佐藤和子 杉田シゲ 月田まつ 
 
女子師範の敷地の回りは石垣で組まれた堀が巡り、土手にはからたちが植えられていた。
土手の内側には桜が植えられて春にはとても美しかった。観桜会が毎年催されていた。写
真 5は観桜会のときの記念撮影である。一年で一人退校し、33人となった二部二年生全員
が写っている。 
昭和 7年 4月 29、30、5月 1日、群馬縣女子師範學校創立 30周年記念行事の一つとし
て郷土研究室展覧会が行なわれた。生徒が集めた明治時代の教科書もこのときに展示され
たと思われる４）。写真 6は来賓の人たちが郷土室を見学している様子である。 
 
       
 
 
 
 
 
 
 
写真 6  
昭和 7年 4月 29日－5月 1日 
郷土室展覧会 
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当時、農業が正課に組まれていた。実習田で夏には田植え、秋には稲刈りをした。写真 7
は秋の稲刈りの様子を示す。実習田は女子師範学校と男子師範学校の間に位置した。女子
師範の跡地は現在群馬大学教育学部附属小学校になっており、地名は若宮町である。男子
師範の跡地は群馬大学学芸学部となったのち、群馬大学教育学部・教養部を経て現在県民
会館になっている。地名は日吉町。写真 7の場所の現在地は若宮町である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 7 昭和 7年秋 実習田にて稲刈り 
 
昭和 8年 2月、群馬縣女子師範學校創立 30周年記念式典が行なわれた。写真 8にその様
子を示す。生徒は皆、紋付の羽織姿である。場所は講堂。県知事の祝辞が述べられている。 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 8                                             写真 9 
昭和 8年 2月 女子師範創立 30周年記念式典          昭和 8年 女教師のスタート 
 
昭和 8年 3月女子師範卒業。最初の赴任校は勢多郡富士見村原小學校であった。両角さ
んの保存している証書に、群馬縣公立小學校訓導ニ任ス 本科正教員勤務 九級下俸給與 昭
和八年三月三十一日 とある。写真 9は女子師範の制服のまま、女教師のスタートを切った
ことを示す。 
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郷土研究室蒐集本の一冊から 
       
 
写真 10 小學讀本巻之二 表紙    写真 11 同 表紙をめくったところ 
                         
 
 
 
 
 
 
  写真 12 同 裏表紙    写真 13 同 裏表紙をめくったところ 
 
                                
  写真 14 写真 13 に写
された本の左ページ左隅
の文字を拡大したもの 
                                    
 
 写真 10-14まで、一冊の本を示す。明治 7年の小學讀本巻之二である。写真 10は表紙、
写真 11は表紙をめくったところ、写真 12は裏表紙、写真 13は裏表紙をめくったところで
ある。写真 13 の開いた頁の左下に鉛筆書きのメモがある。それを拡大したものが写真 14
である。紀元二千五百三十五年熊谷縣官下北第壱大区八小区春日小學校村田類造とある。 
 紀元の年号を換算すると、明治 8年に当り、明治 6年 6月から 9年 8月まで熊谷縣であ
ったという事実と適合する。村田類造は筆者の曾祖父の叔父に当る。曾祖父の父の 3 番目
の弟である。筆者の生家では、曾祖父の父とその二人の弟は寺子屋で勉強したらしいこと
がわかっている。曾祖父の父の末弟である類造は明治の小學校誕生と同時に初めて小學校
へ通った人のようである。 
 前橋市上川淵地区郷土民族資料館から回覧される資料館だより、平成 10 年 9 月・第 46
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号を見ると、上川淵小学校由来に「明治七年一月上佐鳥、下佐鳥、朝倉、宮地の四か村を
連合して上佐鳥を位置とし、仮に西光寺本堂を校舎に充て開校し、春日小學校と称す」と
ある。また、「明治九年十月校舎資金として、上佐鳥村弐百円、下佐鳥村より五拾円、宮地
村より五拾円の拠出ありたり」となっている。また「下佐鳥町自治会に残る文書中には、
明治八年一二月の熊谷縣権令に充てた醵出者と寄付金額を示す書類には『春日小学校寄付
金額 北第一大区八小区 群馬郡下佐鳥村』とある」と書かれており、類造の記した地区名
と合致する。 
 ところが、写真 15に示す、筆者の祖父が上記の西光寺に寄贈した石碑に書かれた文字は
少々違っている。石碑には次のように書かれている。「上川淵小学校発祥の地 明治七年一
月西光寺本堂にて開校し第一大学区第十七番中学区第三十一番小学 群馬縣管内上野國東
群馬郡佐鳥邨 春日學校と称す 昭和五十七年秋吉日 寄贈 村田靍司 建 」とある。この祖
父は村会議員もし、前橋市に合併してから区長もした人なので、それほど史実を軽んじる
人とは思えないが、小学の番の違いと、群馬縣と熊谷縣の違いはどこから来たものなので
あろうか。 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         写真 15 西光寺にある小學校発祥の地を示す碑 
 
 
まとめ 
 筆者が図書整理にのめり込んだのは、現在予備登録が済んでいる郷土教育蒐集本の中に
曾祖父村田真太郎の名前を見たからであった。しかもそれを蒐集した人の名前は筆者には
見慣れないものであった。どういういきさつで、筆者の生家の係累の使った教科書が女子
師範の蒐集本になったものだろうか。 
 10
 筆者の大伯父の一人に前橋中学校卒業後男子師範の専攻科を修了した人がいる。その大
伯父と蒐集者の年代が近い。蒐集者と大伯父とどのような親交があったかわからないが、
20 数冊の家の本を贈与していることから考えて、意気投合するものがあったのではないか
と思われる。 
 両角千鶴子さん達のクラスの人たちが突出して本を蒐集しているのは、たまたま担任の
野々山源治先生が郷土教育の先生であったことによるものらしい。ほとんどの生徒が寮生
活をしていたことと、郷土研究室展覧会の準備は昭和 6 年度当初からなされていたと考え
られるので、本の蒐集は昭和 6年の夏休みに集中して行なわれたのではないかと推論する。
野々山先生は、生徒にとても人気の先生だったそうである。ただ、2年目から授業に遅刻す
ることも多くなり、修学旅行にも参加していない。両角さん達が卒業後 1 年か 2 年経った
ときに亡くなられたそうである。なぜ、生徒の親や祖父母の時代の教科書を集めようとし
たのか、その仕事の意味を文書に残すことなく体調を崩されていったのは、誠に残念でな
らない。 
  
 
 
 
 
 
 
 
   写真 16 
    群馬大学教育学部附属小学校北門付近 
    石垣と土手は女子師範時代のもの 
写真 17 筆者生家の蔵 
 
写真 16に現在の教育学部附属小学校の北側の石垣と土手を示す。土手にはからたちが植
えられ、敷地には桜の古木が見える。女子師範で行なわれた観桜会でも見られた桜ではな
いだろうか。写真 17に筆者の生家の蔵を示す。曾祖父真太郎の父で類造の長兄であり、祖
父靍司や上に述べた大伯父の祖父である勝太郎の 145 年前の手習いの手本が見つかった。
勝太郎は明治における生家の祖である。女子師範の石垣も、生家の蔵も、当時の青年の姿
を見ていたはずである。本が集められたのは 70 年前、女子師範の誕生は 100 年前。蔵は
150 年前には建てられていたと思われる。蓄積された時間の中から飛び出してくる真実に、
我々はどこまで迫ることができるのであろうか。 
明治の翁、福沢諭吉の「天は人の上に人を造らず人の下に人を造らず」の銘と、なかな
か叶わなかった現実の道のりとを思い合わせずにはいられない。 
 11
 最後に、拙文を掲載する事を許可して下さった図書館に感謝申し上げます。また、イン
タヴューに快く応じていただき、写真の掲載も快諾して下さった両角千鶴子さんに厚くお
礼申し上げます。 
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